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高度研究型大学～世界に翔く地域の信頼拠点～



※21世紀科学研究機構には、本研究科教員が所長をつとめる、次のような研究所があります。
看護システム先端技術研究所、コミュニティデザイン研究所、ソーシャルワーク開発研究所、サービスサイエンス研究センター、スクールソーシャルワーク評価支
援研究所、大学史編纂研究所、環境哲学・人間学研究所、日本語教育研究所、説話文学美術研究所、情報システム研究センター、エコ・サイエンス研究所など。

言語文化学専攻
Department of Language and Culture

社会福祉学専攻
Department of Social Welfare

現代システム科学専攻
Department of Sustainable System Sciences

人間科学専攻
Department of Human Sciences

■ 博士前期課程　8名
　複雑化した現代社会において、それぞれの言語を基盤とし
た文化を相互に理解することは、国際社会の安定に重要な
意味を持つ。そのためには、おのおのの文化について言語を
通じていかに理解するか、その方法が問われなければなら
ない。さらに、その理解をいかに発信するかということも重要
な課題となるであろう。
　言語文化学専攻では、こうした観点から、自らの文化と
異文化について高度な理解を有し、言語・情報を的確に処理
でき、多様なメディアを活用した国際的な情報発信能力を有
する人材を育成すべく、研究環境を整えている。本専攻では、
日本言語文化学、英語圏言語文化学、日本語学、日本語教育学、
英語学、英語教育学、言語情報学、社会言語学、対照言語学
などの研究ができるが、これらは互いに密接な関連を有する
ものであり、複数の科目を履修することによって、多様で広範
な視野からの研究が可能となるよう配慮されている。
　また、教員養成にも寄与しうる体制が整えられており、中学校・
高等学校の専修免許状（国語または英語）の取得に対応して
いる。

■ 博士後期課程　3名
　博士後期課程では、各自の研究課題を中心として、それに
関連する専門的な諸知識・技術をも身につけるに適した研究・
教育環境を提供する。博士前期課程で培った学識を前提とし
て、言語文化学の諸領域における学術的な文化の継承と創造
に積極的な貢献ができる知識と能力を持ち、研究者、教育者
として世界に通用する高い水準の人材の育成をめざす。

■ 博士前期課程　8名
　現代社会における科学技術の進歩やグローバリゼーション
の進展は、豊かで近代化された社会の発展をもたらす一方
で、文化や民族間の軋轢、生命倫理にまつわる諸対立、地域
社会や家族機能の衰退、ジェンダー問題の先鋭化、学校教
育の諸問題など、一刻の猶予もなく対応を迫られる社会的
課題を現出させてもいる。人間科学専攻はこうした課題を
深く理解し、そのよりよい解決に向けて主体的に取り組む
ことのできる専門的能力を身につけた人材の育成を目指し
て、人間・社会・文化に関する多様な学問領域を結集して
いる。この学際性・総合性によって、学生は各専門領域の
最新の知識を習得することはもちろん、個々の研究テーマ
を社会科学・人文科学のより広い文脈のなかで意味づけ、多様
な角度から問題意識を刷新し続けることができる。

■ 博士後期課程　4名
　人間科学専攻博士後期課程では、博士前期課程教育の
基礎の上にたち、人間・社会・文化に関する学術的探究を
さらに深化させ、その領域における学術研究・教育を行な
えるような専門的素養を習得させる。また専攻領域の知識
を統合・応用する能力を育むことで、現代社会が直面する
諸問題の解決に主体的に取り組むことのできる人材を養成
する。本専攻には人間学、ジェンダー論、教育学、社会環
境論、文化史・文化研究、思想史、心理学などの領域横断
的な研究を行う人間科学分野と、こころの病理を含めた多
様な心的現象を通して人間を理解し考察する臨床心理学
分野がある。

■ 博士前期課程　8名
　社会福祉学専攻では、人間存在を支える実践と制度とし
ての社会福祉がもつ根源的な意味を確信し、社会福祉に
関する学術研究・教育を行う。貧困、社会的排除の深刻化
など生活困難の度合いが高まるなか、「人としてのあるべき
暮らし」の実現を希求する姿勢と冷徹な科学的探究姿勢を
併せ持つ実践者、研究者が求められている。本専攻は、複雑
かつ多様な現代社会の福祉課題に対し、社会福祉の価値・
思想を問い直し、政策運営から個別援助に関わる理論と
実践について体系的に学び、幅広い視野をもって課題解決
に必要なアプローチを構築できる人材の育成に取り組んで
いる。
　社会福祉実践の経験から導かれた切実なテーマを探求
する社会人院生が多いことが本専攻の特徴の一つであり、
仕事を続けながらの学びを可能にするため授業の開講
形態に配慮している。また、学士課程で社会福祉学以外の
分野を学んで進学した者向けに、社会福祉学研究の広範
な分野を概観する授業を提供し、あわせて社会福祉の実践
現場を知る機会を実習として提供していることもカリキュ
ラム上の特徴である。

■ 博士後期課程　3名
　社会福祉学専攻博士後期課程では、博士前期課程の基礎
の上にたち、社会福祉をとりまく複雑、多様な現実を分析、
解明し、あるべき解決を展望することができる実証的な知を
備えた人材、それらの知を社会福祉の現場で応用、展開で
きる実践的な能力をもった人材の養成を目指している。

■ 修士課程　25名
　現代システム科学専攻は、従来の枠組みにとらわれない
発想にもとづく領域横断的な教育研究を推進し、持続可能な
社会の実現に貢献する人材の育成と研究の拠点となることを
目指している。

知識情報システム学分野
　知能情報学、経営情報学、教育情報学、ヘルスケア情報学
などの学際的情報学分野における課題解決への取り組みを通
して、知識科学および情報システム工学と社会科学などの
他分野との融合による新たな価値を創造するためのシステム
デザイン能力、技術の進歩及び社会の変容に対応できる科学
的な分析力・思考力を身につけた人材を育成する。

環境システム学分野
　人と自然とのつながり（人が自然から受ける影響、人が自然
へ及ぼす影響など）に重点を置く「環境学コース」、人と人と
のつながり（組織や社会制度、文化や思想、社会問題など）
に重点を置く「社会システム論コース」、人の心と環境とのつ
ながり（人が環境からの情報を処理する仕組み、心の発達な
ど）に重点を置く「認知行動論コース」を設け、それぞれの
専門的知識と技能を用いて、高い倫理観、使命感を持って持
続可能な社会の構築に貢献できる人材を育成する。

臨床心理学分野
　心が自然・社会環境と密接に相互作用しているという観点
から、従来の人文科学の枠組みを越えた領域横断的発想に
よって心と環境の関係を考え、21世紀の多様化した心の問題
に対応していける臨床心理士を育成する。

大学院の構成

人間社会システム科学研究科
博士前期・後期課程 修士課程

地域社会の生活基盤を維持するために、社会資本の再分配が求
められる今日、社会を多様な要素の相互作用からなるシステムとし
て見る視点から、文化資源の継承と創出を可能にする複合的な知
が求められています。
人間社会システム科学研究科は、人類社会の持続可能性を探究
する複合的な「知の創成」を目指します。

表紙：創成する知

大学院の構成

研究科のどこが変わる？現代システム科学専攻とは？
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CONTENTS
教育福祉研究センターは、以下の研究教育を主たる目的として平成27年度に新設予定です。教育福祉
に関心ある方 と々の協働の場となることを期待しています。
●教育福祉の専門分野で、地域社会のシンクタンクとして地域と連携し課題解決にあたる
●教員および福祉専門職に対するリカレント教育を推進する
●教育福祉の専門分野で、国内外の共同研究を推進し、成果を社会に還元するとともに若手研究者の
育成に努める

平成27年度新設

平成28年度新設

21世紀科学研究機構に教育福祉研究センターができます

TOPICS

研究センター 上方文化研究センター ｜ 心理臨床センター ｜ 女性学研究センター
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吉田敦彦 教授
YOSHIDA Atsuhiko

山崎正純 教授
YAMASAKI Masazumi細見和之 教授

HOSOMI Kazuyuki
牧岡省吾 教授
MAKIOKA Shogo 関川芳孝 教授

SEKIKAWA Yoshitaka

吉田 平成28年度から専攻を増設し、名称も「人間社会システム
科学研究科」に変わります。まず、新しくできる「現代システム
科学専攻」とはどういった専攻か、牧岡先生から簡略にご説明
ください。

牧岡 この専攻の理念は、文理を超えた研究によって持続可能
な社会の実現を目指すことです。現代の地球上の錯綜した問題
を理解し、解決するために必要な、情報、環境、社会、人間に
関する学問領域を集め、知識情報システム学分野、環境シス
テム学分野（環境学コース、社会システム論コース、認知行動
論コース）、臨床心理学分野を設けます。修士一年次では専攻
共通科目や演習を設定して、異なる領域を学ぶ院生が協働して
特定のテーマに取り組む学際的な学びを進めます。これを土台
に各自の専門的研究を進めることによって、錯綜した現象の
本質を見抜く高度なシステム的思考力、異なる領域の知識を
つなぐ領域横断的応用力を身につけます。ひとまず修士課程と
して発足しますが、一期生の修了に合わせて博士後期課程を
立ち上げることを構想しています。

吉田 工学や生命環境科学など他の研究科からも志の高い
先生方にご参加いただき、新しいパワーを得て本研究科を充実
できること、うれしく思います。既存の3専攻は、これまで通り
言語文化、人間科学、社会福祉の学位を出せる専攻として、
しっかり存続します。一番大きく変わるのは人間科学専攻ですね？

細見 確かに、実験心理・臨床心理関係の先生方、社会学・社会
調査関係、それにサステイナビリティ学の先生方が人間科学
専攻から現代システム科学専攻に移行されます。人間科学
専攻は、ジェンダーや現代思想を軸にしながら、文化、歴史、
教育を幅広く問う専攻となって、従来よりも文系色が強まる
印象になるかもしれません。しかし、これまでも専攻の垣根を
越えた指導や学習を、人間科学専攻は言語文化学専攻、社会
福祉学専攻のあいだに持ってきました。その関係を現代システム
科学専攻とのあいだではいっそう緊密にできればと思っていま
す。教員の一部は現代システム科学域で教えていますので、なお
さらそうなるだろうと思います。いろんな局面でサステイナビリ
ティが問われている現在、そういう課題にグローバルに、文字
どおり地球規模で、対応できる人材を育てたいですね。

吉田 言語文化学専攻と社会福祉学専攻はそれほど変わらない
ように見えますが、まず、言語文化学専攻からうかがっていき
ましょう。

山﨑 言語文化学専攻は、どうすれば社会を変えられるかという
問いに直接答えようとする学問領域ではありません。とかく
迂遠なことと思われがちですが、近代的理性の強固なフレーム
を内在的に組み替えることで、社会が抱える諸矛盾の本質を
的確に理解し、最適な解に向けて人知を結集する。そのため
のさまざまな方法が言語文化学の資源です。そういう意味では、

研究科のどこが変わる？
現代システム科学専攻とは

？

新研究科の言語文化学専攻も目指すところはこれまでと同じ
だといえるはずです。あえていえば、さまざまな文化現象を一
つのテキストとして読み解き、解釈する力の涵養をこれまで
以上に、より明確に教育課程に反映させる専攻になる。そう
いうことだと思います。

吉田 社会福祉学専攻についてはいかがでしょう？

関川 社会福祉学専攻は、社会福祉学博士の学位を付与する
研究科専攻として、社会福祉の分野における大学院教育の歴
史と数多くの研究者を養成してきた実績があります。現代社会
において複雑化・深刻化する福祉課題についても、制度運営
から個別支援まで理論と実践に関わる幅広い学びが提供され
ています。また、社会福祉学にとっても、人口減少・少子高齢
化が進むなかで発生する現代社会の諸問題を解決するため、
学術的にどのような貢献ができるのか問われています。その意
味でも、新しい研究科では、現代システム科学専攻の方々と
も、持続可能な社会づくりについて、共同して教育・研究を展
開できることになり、一層の充実が図られるものと楽しみにし
ています。

吉田 教育福祉学類から本学の大学院に進学したいという学生
は教育やジェンダーの研究系のある人間科学専攻か社会福祉
学専攻に進学することになりますね？

関川 はい、専攻は別になりますが、教育と福祉が融合した学び

と研究の場を検討しています。平成27年度に立ち上げる２１世紀
科学研究機構教育福祉研究センター※は、その取り組みの
ひとつです。

吉田 最後に、研究科長、副研究科長としてひとことどうぞ。

山﨑 この新しい研究科に入学してくる人たちに私が求めたい
のは、学問への真摯さです。対象への興味がそのまま学問に
なるわけではありません。検証に耐えうる仮説と実証の論理的
関係を一定のルールに従って表現し公表すること。この地道な
作業には近道はありません。真摯さとは正直であることと言い
換えてもいいでしょう。そういう世界であるからこそ、学問は
人間を惹きつけてやまないのだと思います。基本的なことです
が、そこに常に立ち返ることで、新しい研究科は次世代に手渡
せる学問の場としての価値を持つのだと思います。

細見 天才は1パーセントのアイディアと99パーセントの努力
である、という有名な言葉があります。日本ではそれぐらい努力
が肝心という意味で受け取られているかもしれませんが、
1パーセントのアイディアがなければすべては無に帰すると
いう意味でもあります。とにかく、アイディアと努力を大切にし
て、研究を続けていただきたいと思います。

吉田 学生たちに学問や研究を語り出せば、こんな風に熱くな
れる本気の先生たちが集まっています。この本研究科を志願し
てくださり、一緒に学べる日を楽しみにしています。
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※P02のTOPICSをご参照ください。

※肩書は2015年4月のものです。03 04



05 06

言語文化学専攻 【修士・博士論文のテーマ】

人間活動と社会関係の基盤である言語と文化を、
高い専門性と広い視野をもって多面的にとらえることを目指します。言語文化学専攻

　専門分野は、説話・伝承文学の研究。
時代で言うと、平安末院政期から鎌倉
期を対象に、説話集と周辺資料をこつこ
つ読んでいます。これまでの仕事の柱は
二つあって、一つは鴨長明『発心集』を
中心に、中世仏教説話の世界を考える
こと。もう一つは、藤原忠実の言談録
『富家語』『中外抄』から、『古事談』や
『続古事談』といった説話集への展開を
追いつつ、貴族説話の諸相を考えると
いうものです。
　研究の拠点としては、説話文学会・
仏教文学会・中世文学会等の全国規
模の学会は当然として、神戸説話研究
会・『俊頼髄脳』研究会といった、小規
模だけれども共同研究に適した同学の

集まりも大切です。その成果の一端は、
昨年『論集中世・近世説話と説話集』
（神戸説話研究会編／和泉書院）として
刊行されました。
　学内では、何人かの先生方と「説話文
学美術研究所」を立ち上げ、美術と文学
にあい渉る学際的研究も進めています。
その他、昔話や各地の民話・都市伝説
や怪談も興味の対象で、院生・学生の
研究テーマとしては、広く説話・伝承に
関わるものが選択可能です。付言する
と、沖縄の歴史や文化を知ることも大好
きで、その方面での勉強も潜かに続けて
います。

　専門は日本語の社会言語学です。その
中でも、日本語の多様性を研究対象と
しています。ことばの多様性研究には、
色々な研究のアプローチがあります。
ことばの世代差からは、言語変化の仕組
みが見えてきます。ことばの性差から
は、ことばとジェンダーの関係が示唆さ
れます。ことばそのものだけはなく、言語
行動の多様性に着目するとまた興味
深い世界が広がっています。日本語学
習者や若者、都会人や農村部の人々、
社会的マイノリティ。そういった人達の
言語行動にそれぞれの特徴があると
いうことは、何を意味するのでしょうか？
その特徴からは、日本語学習やさまざま
な社会環境とコミュニケーションとの関

わりが見えてきそうです。
　このような言語行動を含めたことば
の多様性のうち、個人的なものではな
く、何らかの言語共同体に共有されて
いるものを、客観的に発見していくこと
を目指しています。日本語の標準規範
的なものでなくても、何らかの言語共同
体が形成されているということは、そこ
に人々の多様な営みを反映する、「社会」
があるということです。さらに、そこで
用いられているのは、多様な「それぞれ
の日本語」なのです。

中古日本文学。
和歌・物語
及びその注釈
史・享受史の
研究

アメリカ文学。
W・フォーク
ナーを中心と
するアメリカ
南部文学／ア

メリカ現代文学／英語メ
ディア研究

説話と説話集、
伝承文学の研
究。中古中世の
説話集を対象と
する研究。

説話と仏教との関わり、説話
と和歌・歌論についての研究 

近世日本文学。
歌学を中心と
する学芸史の
研究

上代日本文学。
万葉集を中心
とした上代韻
文学の研究 

テクスト言語
学・フランス語
学。テクスト構
造の比較研究、
対照修辞学、

日本語とフランス語の文法
対照研究

日本語学。
アクセント史を
中心とした
日本語の音韻

近代日本文学。
太宰治・在日
文学等の作品
研究／
明治以降の文

学とナショナリズムとの関
連性の考察

言語学・工学。
理論言語学／
統語論／談話
文法／自然言
語処理／教育

工学／知識処理

言語学／ドイ
ツ語学。ドイツ
語の複合動詞
の造語法、正書
法における問

題／言語（学）と社会の関わ
りに関する研究

日本語学／
社会言語学。
待遇表現の言
語行動論的研
究／日本語の

社会的機能に関する研究
／日本語方言の動態／
記述研究

日本語学／
日本語教育学／
対照研究。
日本語の類義
表現研究／

日本語習得研究／言語教
育または言語研究のための
日中対照研究

認知意味論。
日本語・英語
語彙の多義構
造の研究／
ことばの意味

と理解に反映される人間
の認知メカニズム

応用言語学・
英語教育学・
選択体系機能
言語学

英語教育学・
応用言語学
（特に英語ア
カデミックライ
ティング、

第２言語語用論）

アメリカ文学。
エドワード・
オルビー／レイ
モンド・カー
ヴァー／アメリ

カ近代演劇／アメリカ・ポ
ストモダン小説

イギリス文学。
特に17・18世
紀のイギリス
文学とイギリス
社会の研究

アメリカ文学。
18・19世紀
アメリカ南部
文学

言語学。
語用論（特に
discourse 
markerの働
き）／音韻論

的文体論（英語詩を題材と
して） 

談話研究／
社会言語学。
談話ストラテ
ジーや会話の
構造の考察／

メディア・ディスコースの分析

インドネシア語di構文の使用条件―主語が動詞の後ろに位置する場合を
中心に―
Phase and Cartography:An Alternative Approach to Clause 
Derivation
明治期における翻訳文学の文体ー『繁思談』を中心にー
習作期亀井勝一郎の文学と思想
A Comparative Analysis of Semantic Extensions of Atama in 
Japanese, Head in English, and Meori in Korean
日本語のテイル形とトルコ語のyor形の対照研究
太宰治における自然描写をめぐって―「富嶽百景」と「人間失格」を例と
して―
日本語と中国語の可能表現の対照研究ー実現系可能を中心にー
万葉集の詠物歌ー「柳」・「琴」を中心にー
江戸川乱歩作品研究　－科学と小説の接点ー
日本語の「だ」と中国語の是の対照研究
日本語と満洲語の主題マーカーについての対照研究
助動詞の構文的位置における日本語と白語の対照研究
日本語の「を」、「に」と白語の「nox」、「ngvl」の対照研究
介在文の成立におけるアスペクト的要素の関わり方
A Cognitive Study on Conceptual Metaphor of Opposite  
Concepts－ Aiming to Create an Effective Way to Teach   
English Vocabulary －
テンス・アスペクトマーカーとしての日本語の「た」と中国語の「了」との
対照研究
宮沢賢治の農民芸術
The Spectator Complex in Oscar Wilde's life and the       
Characters in The Picture of Dorian Gray

Metaphor in Emotion Expressions of Anger, Fear, and 
Sadness in Japanese
第三者言語接触場面における会話参加と主導権の管理
Realism and Idealism in Gone with the Wind
推量を表す日本語の「だろう」と中国語の「吧」についての対照研究

拾遺和歌集の研究
太宰治における<倫理>の問題
日本語並列表現の体系と記述
日本語の主題の省略と顕現―継起関係にある同一主題の文連接の考察
から―
太宰治作品研究―語りの思想と方法
現代日本語の前置き表現の記述的研究
上代日本語の書記資料にみる敬語の文法化
日本語と中国語の比較に関わる程度副詞の対照研究－「程度増加型」副
詞を中心に－
『万葉集』における鳥の表現とその機能
金時鐘の言葉と思想ー注釈的読解の試みー
中島敦作品研究―戦時下の軌跡―
日本語とモンゴル語の主題マーカーの対照研究
福永武彦作品研究―「二十世紀小説」の方法―
日本語とシンハラ語における動詞構文とその格標識の対照研究
表語文字の仮名化についての研究ー『万葉集』を中心にー
万葉集に見える難波の研究ー表現視座の諸相ー

修士論文（H25年度～26年度）

博士論文（H19年度～26年度）

近年の主な就職先 大阪府教育委員会、長谷川工業株式会社、トラコム株式会社、　　　 鳥取大学、京都教育大学、華僑大学（中国）、西安工業大学（中国）、
赤峯学院（中国）など　近年の主な進学先 大阪府立大学大学院　

青木賜鶴子   
教授

相田洋明
教授

ケイン・ケビン
講師

近藤直樹
教授

奥村和子
准教授

山東　功
教授

スコウラップ・ローレンス
特命教授

滝野哲郎
教授

橋本喜代太
教授

後期のみ

田中宗博
教授

西田正宏
教授

村田右富実
教授

高垣由美
教授

高木佐知子
教授

西尾純二
教授

宮畑一範
准教授

徳永アン
准教授

藤岡真由美
准教授

張　麟声
教授

中村直子
講師

山﨑正純
教授

博士前期・後期課程
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人間・社会・文化に関する多様な学問領域を横断する
学際的、総合的な知性を育成します。人間科学専攻

ジェンダー論
／労働論。
家事労働論／
不安定雇用と
ジェンダー／

イタリア・フェミニズム

現代社会を権
力論の視点から
分析／都市に
おける文化表現

ジェンダー論／
社会学。家族社
会学／リプロダ
クティヴ・ライツ
／表象と身体の

関わり／逸脱と社会規範 

社会思想／ジェ
ンダー論。ミクロ
権力論／生命倫
理（性と生殖の問
題を中心に）／

生命科学における認識の問題

人権としての教育論、
UNESCO 国際教
育（国際理解教育）、
UNESCO ASPnet、
社会科教育、憲法

政策論及び教育政策ほか

現代思想、比較文
学、比較文化。アド
ルノ、ベンヤミンを
中心とした現代思
想、及び在日文学

をはじめとした近現代の文学研究

宗教社会学／比
較社会学。グロー
バリゼーション時
代における日本
型新宗教の救済

観について／質的調査研究法 

思想史／政治
哲学。
都市と国家の
形成について
の思想史／概

念史的研究。

比較社会学／
文化人類学。
エチオピア西南
部の周辺民族の
文化と歴史

経済システム
論／計量経済
学。その国の文
化に根ざした
望ましい経済

システムの設計（経済政策）

法社会学／紛争解
決論。法と紛争（紛
争処理とその背景
にある規範意識）
の動態を人間科学

の枠組みで経験的に考察する

教育人間学／
人間形成論。
ブーバー人間学と
ホリスティック教
育・オルタナティ

ブ教育（シュタイナー教育ほか）

文化地理学。
場所論、景観論、
地域文化論、ド
メスティック・ス
ペースの再現と

その政治性、博物館研究

臨床心理学。心
理療法におけるイ
メージと身体性
の研究／イメー
ジと身体性からみ

た心理療法の主体の研究

ガダマーの現
象学的解釈学
を背景に、精神
病理学及び精
神療法の本質

を問う研究

心理療法における
象徴の働き／儀
礼のシンボリズム
に関する分析心
理 学 的 研 究 ／

ロールシャッハによる心理アセス
メント

認知心理学／認
知科学。言語獲得
のシミュレーション
モデルの構築／心
理実験やコーパス

分析による言語処理過程の探究

教育心理学／
発達心理学。
子どもの認知
発達と教授過
程に関する心

理学的研究

社会心理学。
組織行動／
組織における
評価や動機づ
けの検討／

社会的認知

環境思想／
暮らしの変化と
環境問題／
精神医学史

フランス文化／フラ
ンス文学。19世紀
フランス文学・文化
／フランス暗黒小
説・幻想文学研究

／文学とジェンダー／女性作家論

西洋近現代思想
／芸術思想史。
視覚表現をめぐる
性・人種・階級の政
治学／ブラック・カ

ルチュラル・スタディーズ／フェミ
ニズム思想と南北関係の現在

西洋史。ヨー
ロッパ・ユダヤ
人の歴史、民
族問題、迫害と
共存、歴史教育

日本近現代史、日
本現代史。近代日
本のナショナリズ
ム・民主主義に関
する思想史的研

究、戦後体制の確立に関する思
想史的研究。個人創造の思想史

中国思想。
中国の魂魄観
念及び神仙思
想についての
研究

中国文化史/
中国文学。
中国人の夢と
夢理論/明末
清初の文学（王

朝交代期の詩・散文・小説）

西洋文化史。
16世紀フラン
ス文学、文化の
多面的検討

日本芸能史／日本
近世文学。近世演劇
（歌舞伎・浄瑠璃）と
近世小説（浮世草
子・読本）の交流関

係／近世演劇をめぐる文化形成

数学史・科学
史。ギリシア数
学の成立と展
開／ルネサン
スにおけるギリ

シア数学の復興

村田京子
教授

萩原弘子※

教授

福田珠己
教授

中村　治
教授

河合眞澄
教授

斎藤　憲
教授

佐々木博光
准教授

住友陽文
教授

大形　徹
教授

鍛治義弘
准教授

和田安弘※

教授
浅井美智子※

教授

伊田久美子 
教授

酒井隆史
教授

伊井直比呂
准教授

田間泰子
教授

細見和之
教授

教育哲学／教育
思想史／教育人
間学。教育関係に
おける「他者」概
念、教育と福祉の

理論的架橋に関する研究など

森岡次郎
准教授

吉田敦彦
教授

秋庭　裕
教授

前川真行
准教授

宮脇幸生
教授

渡邊真治
教授

大平桂一
教授

牧岡省吾
教授

岡本真彦
教授

井手　亘
教授

川原稔久
教授

日本語学／
日本思想史。
近代国語政策
の歴史的展開
／日系移民社

会の言語思想史的研究

山東　功
教授

社会学。貧困層、
マイノリティの
教育に関する
研究／地位達
成を阻害する

要因及び社会的排除の研究

西田芳正
教授

博士前期・後期課程

後期のみ思想研究系

文化・文化史研究系

文化・文化史研究系

ジェンダー研究系

教育研究系

教育研究系

　「持 続 可 能な開 発のための教 育
（ESD）」など、ユネスコ国際教育の学校
教育への援用や学習権の今日的有効性な
どを研究しています。例えば、グローバル
人材って何でしょう？世界と戦って勝てる人
材ってどんな人でしょう？子どもたちにそれ
を強いる教育は本当に「教育」なのでしょ
うか？それに参加したくない人はどうしたら
よいのでしょう？それは教育の失敗なので
しょうか？ユネスコはむしろEducation 
for All を大切にし、勝負の教育ではな
く、自分の成長と意味を実感でき、「持続
可能な未来」を共に創る（共創的）教育を
進めています。そしてこのユネスコの精神
を実践する学校がUNESCO
Associated Schools Project network

（ASPnet：ユネスコスクール）です。
　現在、加盟校は世界186カ国で9800
校（日本には2014年10月現在806校）
あります。2014年11月には、UNESCO・
文 部 科 学 省 主 催で世 界 32カ国 の
ASPnet校約160名の高校生によるESD
をテーマとしたユネスコ世界大会が開催さ
れました（岡山市）。大阪府立大学は、大
阪と岡山の500名以上の高校生による運
営と共創的ディスカッションを支援するた
め、3年間にわたり、理論的・教育実践
的に支援してきました。もちろん、学部生・
大学院生も、学部・研究科での多様な
学びと研究を通して、高校生を支えてくれ
ました。

　明末清初の詩、散文そして小説を中心に
研究しています。特に好きなのは、明代の古
文辞派の詩学の系譜に属する詩人でありな
がら、超絶技巧的な典故の運用と複雑怪奇
な詩律学の確立に新境地を見出した清代の
初めの王漁洋という詩人です。彼のデビュー
当時の状況、その詩の特徴、後世の評価な
ど一貫して王漁洋を研究してきました。
　小説の分野では『西遊記』のパロディであ
る『西遊補』の注釈をずっと書いてきました。
『西遊補』は孫悟空が青魚精という妖怪の
術中にはまり、壮大な罠に陥り、古人世界、
未来世界などいくつかの世界を彷徨するの
ですが、世界をつなぐ出入り口は鏡（銅鏡・
水面）という、極めて近代的な小説で、短い
のですが原作を凌ぐ出来栄えです。

　もう一つのテーマは「中国人の夢」です。
とくに明末に出版された夢占いの百科全書
『夢林玄解』は、夢の原理論、夢に関する言
説の集成、四千以上に上る夢占いの項目な
どから成る天下の奇書で、どうにも取っ掛か
りがなく、長い間苦しんだあげく、最近ようや
く「夢林玄解の成立」という論文を一本書き
ました。内閣文庫で私費20万円を費やして
撮影してもらってから20年が経っていまし
た。学問の道は一見非合理な過程をたどりま
すが、この論文はその典型と言えるでしょう。
　私が論文の大量生産が叫ばれる今の時
代に乗り遅れていることは否定しませんが、
中国のことを更に一歩進んで考察してみた
い人、共にゆっくりと学んでみませんか。

社会福祉方法
論。人間の性
的健康・権利を
めぐる社会的
支援システム

総田純次
教授

橋本朋広
准教授

東　優子
教授

経済地理学。産業
の空間的集積と
分散、知識創造や
企業間ネットワー
クの地理的考察

水野真彦
准教授

※平成28年度末退職予定です。
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女性起業家の事業拡大における課題と解決策～管理職経験をベースに検討する～
児相問題の論点－児童相談所の「何が問題か？」に関する福祉社会学
「イクメン」ブームを手掛かりとした男性の育児参加についての考察
韓国における性労働者運動に関する研究
第三世界女性の抑圧を論じるM・ヌスバウム言説に関する一考察
中国古代の「香り」と博山炉ー漢代以前の「香草」と祭祀の関係性を中心にー
「いじめによる自殺」という社会的文脈の形式について―「大津市中学２年
生の自殺」に関する言説分析から―
関係性がかわるきっかけに関する臨床心理学的一考察ー発達障害のプレ
イセラピー事例を通して
『四書評』真偽の問題について
子どもの幽霊イメージと幽霊体験
「対象をうしなうのではないか」という不安に関する臨床心理学的一考察
中国二胡とその楽曲の日本における受容と影響
『羅一峯先生集』版本成立考
大阪の古木信仰―道路上の古木と蛇信仰について
読解における小学生のメタ認知モニタリングの駆動と状況モデルとの関連性
手塚治虫の生命観・宗教観―『火の鳥』から考える―
明治初期の唱歌教育にみる西洋と日本―声とことばの観点から―
「虐待する母親のこころ」に関する臨床心理学的一考察
日本の教育政策における「生きる力」―その具現化プロセスと主体的創造―
『竹取物語』に関する臨床心理学的一考察
制御焦点が反応時間と反応傾向に及ぼす影響
ジョルジュ・サンド　《言葉》の物語としての『モープラ』
古代における馬医鍼灸学の文献的研究
現代社会における政治的社会化の意義と条件－市民社会におけるアソシ
エーションの果たす役割を中心に－
「女教師」へのまなざしの変容についての研究 －映画『青い山脈』三作（1949年、
1963年、1988年）の表象分析からー
1910年代～20年代初頭における「産児調節」論をふりかえるー『婦女新聞』を中心にー
観光とジェンダー ー奈良町を事例としたガイドブックの考察ー
若年妊婦・出産へ向けられるまなざし
仕事と家庭―「女性の選択」はなくなるか
「機械仕掛けなるもの」についての臨床心理学的一考察－押井守の映像作
品における機械と身体の表現を通して－
則天武后の政治における道教の影響
尾形亀之助研究
学年の違いによるいじめ構造のパターンの研究：学生へのインタビュー調査から
思春期の「物語体験」に関する臨床心理学的一考察
中国における暮らしの変化と都市環境問題―フフホトを例として―
ニューカマーの子どもの「教育を受ける権利」と公教育の展望－グローバリ
ゼーション社会のなかの日本、その憲法26条のとらえなおし－
現代中国の住宅事情が及ぼす影響について－1980年代に生まれた若年層を中心に
杜甫の題画詩―山水画を中心として―
魏晋における荘子思想の実現と発展―阮籍を中心に―
王漁洋の香奩体詩について
天王寺駅周辺闇市の形成過程
設立者が語るフリースクールの意味 ～６名のライフストーリーより～
日中（中日）持続的友好関係のための国際理解教育カリキュラム開発～徐
福伝説を用いて
運動可能性の差異による学習効果の変動
エーリッヒ・フロムの「持つこと」と「あること」についての考察
「結婚」における男性の困難
切り貼り遊びについての臨床心理学的考察
非日常的空間における表現についての臨床心理学的一考察－見える身体
と見えない身体の位相から－

都市近郊立地型研究用原子炉の社会史的考察―京都大学原子炉実験所
と武蔵工業大学原子力研究所を事例に
「職責としての大学自治」論―大学の社会的価値創出の思想史研究―
大日本帝国憲法体制の崩壊と日本国憲法体制の成立についての基礎的考
察― 一九三〇年代の主権及び人権をめぐる憲法論議から―
水のイメージと心理療法
戦後日本における「育児の孤立化」問題の形成過程に関する研究
プロティノスの幸福論における観照と永遠
心の「分裂」についての臨床心理学的研究
フェミニズム法学とNationhoodをめぐる議論の展開と展望：難民審査
ジェンダー・ガイドラインと女性難民保護から見えてくるもの
Female Circumcision(FC)/Female Genital Mutilation(FGM)論争再考
アブジェクシオンという視点から見た主体の生成と心理療法
近代日本の〈絵解きの空間〉―幼年用メディアを介した子どもと母親の国民化―
「東北鬼門」観の成立と展開に関する研究―中国から日本への伝播を踏まえて―
看護職における就業継続の内的要因に関する質的研究－看護を支える喜
びの生涯発達的変容－
北宋の文学者梅堯臣・曾鞏・蘇軾の妻に対する観念
『新しい公共』を担う女性の活動の可能性
生きられる身体におけるよき生：倫理学としての身体論―ベルクソン、メル
ロ＝ポンティ
「気」の養生思想の研究―鍼灸美容における身体美の原点―
中国における魂魄観の変遷―二元的な区別の観点を中心にー
哀悼遊戯と星座―ベンヤミン『ドイツ哀悼遊戯の根源』の総体的な構成を
巡る考察
「在日コリアン文学」の始源としての金達寿文学―その総合的研究
高齢男性のセクシュアリティと男らしさ
男性介護者の社会問題化とジェンダー：介護の男女共担社会の実現可能
性について

人間科学専攻 【修士・博士論文のテーマ】

近年の主な就職先 大阪府、大阪市、箕面市、堺市教育委員会、
富士通システムズ・ウエスト、岩手大学、茨城大学、大阪教育大学、
ノースアジア大学、福建師範大学（中国）など
近年の主な進学先 大阪府立大学大学院、京都府立大学大学院

近年の主な就職先 愛知再生資源株式会社、堺市教育委員会、奈良教育大学、
関西国際大学、大邱大学（韓国）など　近年の主な進学先 大阪府立大学大学院

あらゆる人々の自己実現のために、生活を営む上で
遭遇する諸課題の解決方法を企画し、実践する力を育てます。

公的扶助論。
貧困及び公的
扶助に関する
研究／
ホームレス施

策をめぐる日独比較

乳児保育／
障害児保育。
統合保育にお
ける援助方法
の研究／

障害のある子どもと家族の
コミュニケーション支援

障害者福祉。
身体障害者の
心理社会的な
問題に関する
ライフストー

リー及びナラティブ等によ
る質的研究

社会福祉調査
論／社会保障。
貧困問題と社
会福祉政策に
関する調査研

究／ソーシャル・インクルー
ジョンと支援システムの開発

精神保健福祉。
精神障害者へ
の、当事者主
体の福祉的援
助のあり方に

関する研究

社会福祉方法
論／医療福祉。
ソーシャルワー
クにおける援
助専門職によ

る援助方法研究／連携研
究／HIV感染者への支援

児童福祉。
児童虐待防止
ネットワークの
研究／相談体
制におけるス

クールソーシャルワーク／
親支援プログラム 

社会福祉計画
／社会政策。
基礎自治体を
基盤とする福
祉システムの国

内及び国際比較 

健康福祉・教育、
スポーツ科学。
効果的な健康
維持増進、ダイ
エット、トレー

ニングの方法及び支援に
関する研究

社会福祉方法
論。セルフヘル
プ・グループの
実態及び援助
専門職者との

関係に関する研究

子ども家庭福
祉論/社会的養
護のあり方に
関する研究/児
童養護施設に

おけるソーシャルワーク/施
設における養護内容・実践

里見恵子
准教授

福祉哲学。
社会福祉援助
における哲学
的課題の研究
／社会福祉援

助及び政策における価値
規範に関する研究

児島亜紀子
教授

中山　徹※

教授

※平成28年度末退職予定です。

田垣正晋
准教授

保育理論。
保育学、家族
支援研究／
子育てを取り
巻く諸問題、

地域子育て支援

中谷奈津子
准教授

伊藤嘉余子
准教授

吉原雅昭
准教授

吉武信二
教授

松田博幸
准教授

三田優子
准教授

山中京子
教授

山野則子
教授

法律学。社会
福祉の法制度
や施設運営に
ついての研究
／ADAなど、

アメリカの障がい者権利保
障のあり方

地域福祉論。
ボランティア、
NPOなど民間
福祉活動の研
究／コミュニ

ティワークの課題と可能性
についての探究

嵯峨嘉子
准教授

小野達也
教授

関川芳孝
教授

博士論文（H20年度、H22年度～26年度）

修士論文（H25年度～26年度） 社会福祉学専攻
博士前期・後期課程

　人は病気にかかると身体のつらさや苦しさ
を経験しますが、その影響は身体的側面にと
どまらず、仕事や学業、家庭や地域での生活、
そこにある家族・友人・周囲の人との人間関
係という社会的側面やその人本人の気持ち、
意欲、自己イメージなどの心理的側面へも大
きな影響を及ぼします。この複合的な経験を
アーサー・クラインマンは「病い」の経験と呼
んでいます。自分が長く取り組んでいる研究
テーマはHIV感染症をめぐる人々の経験で
す。身体疾患としての特徴（致死的疾患から
現在は慢性疾患へ）があり、またさまざまな理
由から社会的にスティグマを付与されたHIV
感染症にかかった人々の「病い」の経験を当事
者であるHIV陽性者への面接調査や全国
アンケート調査で明らかにしようとしてきました。

　また、その当事者の目から見た周囲からの
支援、特にソーシャルワーカーやカウンセラー
などの心理社会的支援の専門職からの支援
を分析し、専門職が拠り所としている支援観
や支援理論との重なりやずれを明らかにし、
当事者にとって意味のある支援を検討してき
ました。さらに、その研究の過程で出会った多
職種による連携・協働も現在の自分の大きな
研究関心になっています。複合的な「病い」の
経験のまっただ中にある人にとって、その各側
面に専門性や強みをもつ多様な支援者が互
いに協力しあいながら支援を統合することが
最大の利益につながると考えますが、実際に
は多職種による連携・協働には課題や難しさ
も多くあります。その課題や難しさをどうしたら
解決できるのかをこの頃考えています。

　私は社会福祉学のなかでも、原理論
や福祉哲学と呼ばれる領域を専門にし
ています。原理論とは「社会福祉とは何
か」を問ういわばそもそも論を指します
が、私は「社会福祉とはどのような機能
を持つ政策・援助活動（実践）なのか」と
いう機能論に関心があるのではなく、
「社会福祉実践に求められる思想（人間
観や社会認識）とはどのようなものであ
るべきか」という規範的な問題に関心が
あります。近時、災害研究を始めとした
さまざまな領域でヴァルネラビリティ
(vulnerability)という言葉が使われて
います。これはもともと傷つきやすさや
攻撃されやすさといった意味を持つ言
葉ですが、この概念が社会福祉の政策

枠組に用いられている英国では、弱く、
傷つきやすいと見なされた人びとはリス
ク管理の対象となり、その結果彼ら・彼
女らの自己決定が妨げられ、専門職によ
る過度な保護や干渉が行われていると
指摘されています。一方わが国でも、
「生活保護バッシング」に見られるよう
な、困難のもとにある人を攻撃する言説
が広がっています。行きすぎた保護もあ
からさまな攻撃も、排除の様態のひとつ
にほかなりません。このような時代だか
らこそ、vulnerabilityをはじめとする基
礎概念の吟味や社会福祉の人間観の
探求を行う原理論（および福祉哲学）
を、より深く掘り下げていく必要があると
考えています。

博士論文（H21～22年度、25年度）

社会福祉学専攻 【修士・博士論文のテーマ】

中国の農村における留守老人家庭の生活問題ー大都市周辺農村の調査からー
住居喪失型貧困を経験した人にとって施設とはいかなる場か～保護施設
を利用した女性へのインタビューを通して～
あいりん地域における日雇労働者の労働・生活保障制度の展開と政策的
課題に関する研究
教育と福祉の交点－学校ケースワーカー・教師経験者のインタビューを手
がかりにしてー
市町村家庭児童相談担当部署における福祉職員育成についてースーパー
ビジョンに焦点化してー
保育士の広汎性発達障害児へのコミュニケーション支援力を高める
INREALの研修プログラムの一考案
市町村福祉行政におけるスクールソーシャルワーク事業構築のプロセス―
Ａ市の福祉と教育の連携に着目して―
「弱視者」の語りから見る障害の意味
中国残留邦人等への生活支援に関する一考察
当事者の語りから「ひきこもり」の意味を考える
保護者同士の交流を促す保育相談支援技術のモデル開発
地域における子どもの健康福祉とスポーツ環境に関する研究―現状の問
題点と課題および総合運動プログラムに着目して―

保育所におけるソーシャルワーク実践研究
中国都市部における高齢者介護サービスに関する研究
社会事業における援助実践の役割・機能に関する研究―大阪府方面委員
の実践活動に焦点づけて―
市町村における高齢者虐待防止体制とその評価に関する研究－評価モデ
ルの構築を中心にして－
認知症の人に対する態度に関する研究－認知症の人に対する態度尺度の開発を通して－
若い世代における精神障害者・こころの病を持った人に対するスティグマ
ティゼーションに関する研究－スティグマティゼーションの是正を図る教育的介入の評価－
発達障害の可能性がある子どもの保護者支援－保育士の役割と支援方法－

西田芳正
教授

東　優子
教授

後期のみ

修士論文（H25年度～26年度）



実験室にて。ゼミの学生たちと。

知識情報システム学分野は、高度情報化社会の基礎
となる情報に関連する専門分野の知識と技能を学ぶ

とともに、知能情報学、経営情報学、教育情報学、ヘルスケ
ア情報学などの学際的情報学分野における課題解決への取
り組みを通して、知識科学および情報システム工学と社会科
学などの他分野との融合による新たな価値を創造するための
研究を行っています。

学会発表や研究会への参加、他研究組織との研究
のためのミーティングにおいては、学外へ出かけるこ

とがあります。研究そのものは研究室での基礎実験とその検
証が中心になり、基本的に実証実験のベースは学内の情報
環境にあること、ネットワークに接続されていればどこからで
も学内の研究環境にアクセスできることもあり、学内や学外
の区別はあまり考える必要がなく、この分野ではインターネッ
トさえあればどこででも研究はできると思っています。

工学研究科では、自然科学を基礎として社会に必要
な生産力を生み出す科学技術の進展を目指した研究

を行うことで、高度な技術者・研究者の養成を目標としてい
ます。現代システム科学専攻においても同じく自然科学を基
にしますが、社会科学や人間科学などの他の分野との融合
をより重視した学際的な研究を行います。知識情報システム
学分野を例にすると、価値観の変化や多様化する現代社会
が抱える様々な問題に対応し、学際的情報学分野の研究・
開発を通じて、知識科学、情報システム工学などの情報通信
技術がもたらす社会への影響を深く理解することを重要視し
ています。社会科学や人間科学などの研究者と協働して教
育・研究できることが現代システム科学専攻の特徴だと思っ
ています。

自分で考えて自分で行動することができる学生に来て
欲しいと思います。

知識情報システム学分野

A1

A2

A3

A4

他
の
分
野
と
の
融
合
を
よ
り
重
視
し
た
学
際
的
な
研
究
を

自然科学だけでなく、社会科学や人間科学に
根差した論理構成を基にした研究を

宮本貴朗 教授

環境システム学分野
大塚耕司 教授

環境システム学分野は、領域横断型である現代システム科
学専攻の中でも最も幅広い研究分野にまたがっており、環境

学コースでは、人と自然とのつながり（人が自然から受ける影響、人
が自然へ及ぼす影響など）に重点を置いた研究を、社会システム論
コースでは、人と人とのつながり（組織や社会制度、文化や思想、
社会問題など）に重点を置いた研究を、認知行動論コースでは、人
の心と環境とのつながり（人が環境からの情報を処理する仕組み、
心の発達など）に重点を置いた研究をそれぞれ行っています。

私の専門が海洋環境ですので、頻繁に海の現場に出かけ
ています。私が考える理想の研究アプローチは、現場での

フィールドワーク、研究室での基礎実験、それらのデータを基にした
モデル計算、の三位一体型研究アプローチです。どの部分も重要
ですが、特に環境分野では、現場調査のない研究はリアリティに欠
け、いわゆる机上の空論になってしまうことが多いので、フィールド
ワークは基本中の基本と位置付けています。

学術情報センターのマシンルームにて。

工学研究科では、自然科学に根差した論理構成を基に研究
が進められます。これに対し、現代システム科学専攻では、

自然科学だけでなく、社会科学や人間科学に根差した論理構成を
基にした研究も加わります。例として、私の研究分野である大阪湾
の環境と水産資源に関する研究を考えてみます。工学研究科で
は、流動や水質・底質環境と生物分布との関係を調べ、水産資源
の動態がどのように変化するかといった研究が行われます。現代シ
ステム科学専攻では、これに加え、各地域での漁業の歴史や生活
習慣の違い、海や魚食に関する価値観の相違なども視野に入れた
調査研究が行われます。もちろん自然科学系の調査技術や数値計
算技術は工学研究科のほうが勝りますが、領域横断的に物事をとら
えて解析することは現代システム科学専攻でなければできません。

自分の研究が世の中のお役に立つためには他の領域の人と
どのように協働していけばよいのか、などを常に考え行動に

移すことのできる学生。とにかく、体力！明るさ！根性！は必須です。

A1

A2

A3

A4

現代システム科学専攻
修士課程

知識情報システム学分野
荒木長照
教授

菅野正嗣
教授

杉村延広
教授

瀬田和久
教授

中島智晴
教授

橋本喜代太
教授

真嶋由貴惠
教授

森田裕之
教授

渡邊真治
教授

青木茂樹
准教授

岩村幸治
准教授

太田正哉
准教授

小島篤博
准教授

佐賀亮介
准教授

平林直樹
准教授

柳本豪一
准教授

林 佑樹
助教

環境システム学分野 臨床心理学分野
川原稔久
教授

総田純次
教授

川部哲也
准教授

髙橋幸治
准教授

橋本朋広
准教授

下村泰彦
教授

竹中規訓
教授

宮脇幸生
教授

上柿崇英
准教授

遠藤崇浩
准教授

興津健二
准教授

飛田国人
准教授

中山祐一郎
准教授

藤田 渡
准教授

星 英之
准教授

黒田桂菜
助教

秋庭 裕
教授

福田珠己
教授

工藤宏司
准教授

水野真彦
准教授

井手 亘
教授

岡本真彦
教授

牧岡省吾
教授

野津 亮 
准教授

※詳細は、別冊の現代システム科学専攻のパンフレットをご参照ください。

高度な専門性と領域横断的な発想力を組み合わせ、
持続可能な社会の実現に貢献する新たな知のあり方を創造します。

Q&A
Q1：それぞれの分野では、どういう研究ができますか？
Q2：先生ご自身は、学生と学外に出かけることはありますか？
Q3：現代システム科学専攻と工学研究科との違いは？
Q4：現代システム科学専攻ではどういう学生に来てほしいですか？

情報セキュリティ／情
報ネットワーク／情報シ
ステム工学
情報システムの設計・開
発・運用に関する研究

閉鎖性海域の環境修復／
海産バイオマスを利用した
物質循環システムの構築／
海洋深層水の多目的利用
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一般選抜

社会人特別選抜 社会人特別選抜

入学者選抜の実施教科・科目など
変更される可能性がありますので、必ず募集要項で確認してください。

※1 平成 26 年4月1日以降に受験した TOEFL 又は、TOEIC の成績を入学の選考の際に反映させます。 ※2 英語の評価は、平成26年
4月1日以降に実施されたTOEIC公開テスト又はTOEFLの成績を用いて行います。 ※３ 専門科目に英語に関する問題が含まれます。 

外国人留学生特別選抜 外国人留学生特別選抜

×（※2） ○ ○

一般選抜

×（※2） ○ ○現代システム科学専攻
×（※3） ○ ○

×（※2） ○ ○

社会人特別選抜

若干名 ×（※2） ○ ○現代システム科学専攻
×（※3） ○ ○

×（※2） ○ ○

外国人留学生特別選抜

若干名 ×（※2） ○ ○現代システム科学専攻
×（※3） ○ ○

博士前期課程 9月と2月に試験を実施予定です。
一般選抜
博士後期課程 2月に試験を実施予定です。

修士課程 9月と2月に試験を実施予定です。

人間社会学研究科広報委員会

YOSHIDA Atsuhiko
YAMASAKI Masazumi
AOKI Shizuko
KAKIMOTO Kazuhiro
NAKAMURA Osamu

発行

人間社会学研究科広報委員会
2015.3.31

言語文化学専攻 8名

8名

8名

英語、フランス語、ドイツ語、
中国語から1科目選択

（日本古典文をもって代えることができる）

英語、フランス語、ドイツ語、
中国語から1科目選択

英語

○

○

○

○

○

○社会福祉学専攻

人間科学専攻

専攻

言語文化学専攻

社会福祉学専攻

人間科学専攻

専攻募集人員

3名

4名

3名

募集人員

×

×

英語

外国語

×

○

×

専門科目

○

○

○

口頭試問外国語 専門科目口頭試問

言語文化学専攻 若干名

若干名

若干名

○

○

○

×

×

×

○

○

○社会福祉学専攻

人間科学専攻

専攻

言語文化学専攻

社会福祉学専攻

人間科学専攻

専攻募集人員

若干名

若干名

若干名

募集人員

×

×

×

外国語

×

○

×

専門科目

○

○

○

口頭試問外国語 専門科目口頭試問

言語文化学専攻 若干名

若干名

若干名

○

○

○

日本語

日本語

× （※１）

○

○

○社会福祉学専攻

人間科学専攻

専攻

言語文化学専攻

社会福祉学専攻

人間科学専攻

専攻募集人員

若干名

若干名

若干名

募集人員

×

日本語

×

外国語

×

○

○

専門科目

○

○

○

口頭試問外国語 専門科目口頭試問

専攻 募集人員 外国語 専門科目 口頭試問

専攻 募集人員 外国語 専門科目 口頭試問

専攻 募集人員 外国語

知識情報システム学分野
環境システム学分野
臨床心理学分野

知識情報システム学分野
環境システム学分野
臨床心理学分野

知識情報システム学分野
環境システム学分野
臨床心理学分野

教育研究分野

教育研究分野

教育研究分野 専門科目 口頭試問

25名

石原田明美 ISHIHARADA Akemi
社会福祉学専攻 博士前期課程1年
研究テーマ：
妊娠・出産からみた女性の貧困。ハイリスク
妊娠に着目して研究！

阿武尚人 ANNO Naoto
言語文化学専攻 博士前期課程２年
研究テーマ：
英単語の効果的指導・学習法をメタファー、
認知言語学の知見を用いて研究！

研究テーマは？

石原田 社会福祉学専攻の石原田明美で
す。研究テーマは、妊娠・出産からみた女性
の貧困です。

阿武 言語文化学専攻の阿武尚人です。英
単語の効果的指導・学習法をメタファーな
ど、認知言語学の知見を用いて研究してい
ます。

金 人間科学専攻の金花芬です。在日本朝
鮮族の現状と将来について研究しています。

選んだ理由と研究分野の魅力は？

阿武 学部生の時、英語を学習する際に、膨
大な量の英単語を覚えるのに苦労しました。
そんなときに、認知言語学と出会い、その知
見を用いて英単語をもっと効率的に覚える
方法はないだろうかと考えたことが今の研
究テーマを選んだキッカケとなります。研究
で複数の英単語を考察していく中で、その
単語の根底にある人間の文化、身体性などを
見出すことができる点を魅力に感じています。

石原田 親と子の命のつながりは大切にした
まま、子どもの「貧困の連鎖」の負の要素をど
う改善できるかを考えたいです。誰にも当ては
まる答えは見つからない「終わりのなさ」が、
この研究分野の魅力ではないでしょうか。

金 在日本朝鮮族の生活を助けるための活
動を行うようになって、朝鮮族の人と知り合

い、彼らから得た生 し々い知見から、在日本
朝鮮族一人ひとりに目が向くようになった
ためです。

大学院に進学したきっかけは？

石原田 一人娘の小学校入学でもう少し自
分優先でも良いかなと思うようになり、また、
自分の人生が半分以上過ぎたのに気づい
たことがきっかけです（笑）。子どもへの関わ
り方を学問的にも考えたく大学院へ進学し
たいと思いました。

阿武 自分の研究をこの大学院でなら追求
できると感じ、進学を目指しました。

金　自分が中国出身の朝鮮族であることに
ついて深く考えていませんでしたが、来日後、
多くの留学生と出会って、「自分とは何者か」
を問い直すようになりました。府大進学後、
日本で排他的な扱いを受けている社会的
マイノリティーを支援すゼミの先輩たちの
影響で私も在日本朝鮮族の生活を助ける
ための活動を行うようになりました。その
活動を通して新たに多くの朝鮮族と知り合
い、彼らの現状について貴重な知見を得た
ことがきっかけです。

入学前と後とで変わったところは？ 

石原田 入学後はスケジュールが分刻みに
なりました（笑）。特に前期はいつも走ってい
たような気がしますが、以前よりかえって元
気になりました！頭もたくさん使い、授業など
で他の院生と議論できるおかげでしょうか。

阿武 入学後は自分で勉強、研究する時間
が増えたため、時間管理に関してより強く
意識するようになりました。自由時間に目的
意識を持ってどのような行動をとるかに
よって、大学院の生活は大きく変わると思
います。また学部生の時と比べて、大学院で
は研究発表などを通して、自分の意見を述
べる機会が圧倒的に増えるため、積極的に
考えを発信する力が向上しました。

金 入学前は、朝鮮族のアイデンティティに
関心がありましたが、入学後は、朝鮮族一
人ひとりの生活や考え方などに目を向ける
ようになりました。

大学院の魅力を語る

大阪府立大学大学院の魅力は？

石原田 学部などの壁がないところだと思い
ます。先生との距離が近いところもありがた
いです。

阿武 授業面でも設備面でも自分のやりた
い研究をとことんやれる環境が整っている
点です。授業の中には他専攻の先生の下で
他専攻の院生と学ぶ機会もあり、視野を拡
げることができたと思います。

金 ゼミの先生や先輩だけではなく、さまざ
まな分野で活躍されている多くの先生方か
らも助言を受けられ、多くのことを気づかせ
てもらえることです。また、留学生が困った
時にすぐ相談できる国際交流センターの存
在は頼もしいです！

石原田 阿武 　（うなずく）

金花芬 Jin Huafen
人間科学専攻 博士後期課程3年
研究テーマ：
在日本朝鮮族の現状と未来。グローバルスタ
ディーズの知見を用いて研究！

ジンファフェン

※ノーカット版はホームページで公開しています。
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